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君津中央病院広報誌　Clover　第27号

～皮膚病のおはなし～
　皮膚病は、内臓の鑑（かがみ）と呼ばれるこ

ともありますが、現代では内科学及び予防医学

の発展普及によって、皮膚疾患から身体の内側

の病気が見つかることは少なくなりました。

　皮膚本来の働きを維持するバランスが崩れた

り、環境によって皮膚が障害を受けることが

皮膚のトラブルとして認識されることがしば

しばです。さらに、皮膚疾患にはさまざまな

ものがあり、診断も容易なものばかりではあり

ません。

　1）治療の進歩

　治療が劇的に変化したものもあります。尋常

性乾癬という炎症を伴う角化性疾患では、

2010年から抗TNF-α抗体製剤（もともとは

関節リウマチの治療薬）という注射薬を用いて、

これまで塗り薬ではコントロールが困難で

あった重症例を改善させることが可能になり

ました。「30年ぶりに自分の皮膚に戻ったよ。」

とおっしゃっておられた患者さまもいました。

さらに当院ではいくつかの新薬の有効性につ

いての検討を行っているところです。

　2）皮膚がんについて

　当院で比較的多く扱っている皮膚疾患では、

皮膚がんがあります。病気もさまざまで基底細

胞癌、有棘細胞癌、ボーエン病、外陰部パジェッ

ト病、悪性黒色腫、血管肉腫、前癌状態として

日光角化症などがあります。露出部位と呼ばれ

る頭、顔面、頚部、前腕、手などに起こる皮膚

癌は長年にわたる日光曝露による発がんと考え

られています。特に50歳代以降の方について

は屋外活動の際には帽子、長袖、日焼け止めク

リームをされることをお勧め致します。また、

ほくろの良悪を判断するのは我々専門家でも困

難な場合があります。ここ数年で普及してきま

した診察技法として、ほくろをダーモスコープ

という専用の拡大鏡を用いて観察することが挙

げられます。主観によらずに、より診断の精度

を高める工夫がされております。直ぐにほくろ

を切ることなく、客観的に経過を見ることが可

能となりました。

　3）皮膚のバリア機能と保湿について

　皮膚は、生体のバリアとしての役割を担って

います。衣類の摩擦や空気の乾燥、身の回りに

ある化学物質などの弱い刺激であっても、皮膚

のバリアは少しずつダメージを受けて、敏感肌

となり、そこに皮膚炎が生じるようになります。

このような普段気付かない僅かな刺激でも注意

が必要です。特に、お子様やご老人のお肌では

石鹸やシャンプー、お化粧品などにも気を配る

必要があります。乾燥や発汗、運動や入浴後の

体温上昇が増悪因子であるということも多く経

験いたします。また、糖尿病、貧血、肝臓病、

腎臓病、がんなどの内臓疾患であったり、薬剤

や食物に対する過敏症が、かゆみの原因となる

場合もあります。原因を探り、予防を行うこと

が大切です。皮膚にとって適度な湿気は必要で

すので、エアコンの効き過ぎた環境内に長時間

いる場合には乾燥に対する注意が必要です。

刺激を受けやすい場所、自分の肌を触れてみて、

サラサラしていましたら、かゆみがおこる前に

保湿剤をしっかり塗りこむことが大切です。

　薬局のお薬も有効な場合もあります。治りが

悪ければ、お近くの皮膚科医に一度ご相談され

ることをおすすめいたします。

（皮膚科　稲福 和宏）
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